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田
山
花
袋

「
縁
」

ー
ー
ー
そ
の
改
稿
を
中
心
に
｜
｜

r.1-
呂

イ変

介

内

1 

は
じ
め
に

「
縁
」
の
研
究
史
を
一
覧
す
る
に
は
、
取
敢
え
ず
小
林
一
郎
氏
の
文
章
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
同
時
代
評
か
ら
佐
々
木
浩
氏
の
論
迄
、
網
羅

的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
発
表
さ
れ
た
論
を
含
め
て
、
二
三
の
洩
れ
は
あ
る
が
、
研
究
史
の
大
体
の
傾
向
は
見
て
取
れ
る
。
加
え

て
、
加
藤
秀
爾
氏
の
「
田
山
花
袋
『
生
』
『
妻
』
『
縁
』
」
を
参
照
す
れ
ば
、
最
新
の
研
究
史
は
一
応
視
野
に
入
る
。
「
縁
」
は
殆
ど
常
に
三
部

作
の
一
環
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
来
て
お
り
、
平
面
描
写
の
変
質
と
詠
嘆
性
の
再
顕
現
を
示
し
た
過
渡
期
の
作
、

と
い
う
の
が
近
年
の
理
解
の

ょ
う
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
論
文
の
絶
対
数
も
少
な
く
、
構
成
の
解
明
か
ら
主
題
に
迫
ろ
う
と
す
る
佐
々
木
氏
の
論
、そ
し
て
最
新
の
小
島
氏
の
論
を
除

け
ば
、
他
は
作
品
の
読
み
に
拘
わ
る
と
い
う
性
格
の
論
で
は
な
い
為
か
、
こ
れ
迄
、
何
故
か
初
出
か
ら
単
行
本
へ
の
改
稿
が
見
過
ご
さ
れ
て

(4
) 

来
て
い
る
。
実
は
、
改
稿
の
存
在
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
触
れ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
「
縁
」
に
於
け
る
改
稿
は
重



要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
問
題
に
絞
っ
て
述
べ
て
み
た
い
。

2 

同
時
代
評
と
花
袋
の
自
作
へ
の
言
及

「
縁
」
は
、
「
毎
日
電
報
」
に
連
載
さ
れ（
明
日ω・
3

・

m
l
8
・
8

）
、
連
載
終
了
後
に
は
今
古
堂
書
店
か
ら
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ

た

（
明
必
・
日
・
叩
）
。
多
く
の
「
新
刊
紹
介
」
の
中
に
は

小
説
界
の
極
め
て
寂
し
い
四
十
三
年
の
文
壇
に
於
て
は
注
目
す
べ
き
大
作
の
一
つ
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

と
言
及
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
「
小
説
界
の
極
め
て
寂
し
い
四
十
三
年
の
文
壇
」
と
い
う
限
定
は
あ
る
も
の
の
、
「
注
目
」
作
で
は
あ
っ
た
。

又
、
「
早
稲
田
文
学
」
で
は
、
島
崎
藤
村
の
「
犠
牲
」
と
抱
き
合
わ
せ
で
は
あ
る
が
、
相
馬
御
風
・
前
田
晃
・
中
村
星
湖
に
よ
る
合
評
を
早
速

『
縁
』
が
昨
四
十
三
年
の
文
壇
の
大
作
で
あ
り
、
『
犠
牲
』
が
今
四
十
四
年
初
頭
の
労
作
で
あ
る
こ
と
は
、
僕
の
も
と
よ
り
同
意
す
る
所

(7
) 

で
あ
る

掲
載
し
て
お
り
、
前
田
晃
は

と
述
べ
て
い
る
。
花
袋
と
博
文
館
で
机
を
並
べ
て
い
る
前
田
に
よ
る
評
価
、
と
い
う
留
保
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
矢
張
り
評
判
の
良
い
作
で

あ
っ
た
と
一
応
言
っ
て
良
い
。

そ
の
好
評
の
理
由
の
一
端
は

『
生
』
『
妻
』の
二
篇
と
併
せ
て
三
部
作
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
『
生
』
に
於
て
は
明
治
以
前
に
生
れ
て
、明
治
以
前
の
教
育
を
受
け
た

女
を
描
き
、
『
妻
』
に
於
て
は
明
治
の
初
に
生
れ
て
明
治
二
十
年
代
の
教
育
を
主
と
し
て
受
け
た
女
を
描
き
た
る
に
対
し
て
、
『
縁
』
は

最
近
に
於
け
る
所
謂
新
ら
し
い
時
代
の
女
を
描
い
た
。
こ
の
や
う
な
大
仕
掛
の
小
説
は
明
治
小
説
壇
に
は
今
迄
な
か
っ
た
所
で
、
此
点



か
ら
だ
け
で
も
大
に
研
究
す
べ
き
作
で
あ
る
。
「
新
刊
書
一
覧
」
）

と
い
う
言
及
に
典
型
的
に
表
れ
て
い
る
が
、
三
部
作
と
い
う
規
模
の
大
き
き
に
求
め
ら
れ
る
。
連
作
と
言
え
ば
現
在
す
ぐ
連
想
さ
れ
る
岩
野

泡
鳴
の
五
部
作
は
、
既
に
『
放
浪
』
（
明
必
・7
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
完
成
す
る
の
は
大
正
も
半
ば
、
「
溶
き
物
」
（
大
7

・
5

）

よ

っ
て
で
あ
り
、

五
部
作
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る
の
は
、
又
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
「
新
刊
書
一
覧
」
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
、
三
部
作
で
あ
る
こ
と
、
三
作
に
通
底
す
る
テl
マ
、
共
に
簡
潔
に
纏
め
ら
れ

て
い
る
が
、

そ
れ
も
当
然
の
こ
と
で
、
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
花
袋
自
身
の
発
言
が
存
在
し
て
い
た
。
「
妻
」
完
結
後
の
「
早
稲
田
文
学
」
記

者
と
の
対
談
で
あ
る
。
記
者
が
、
「
『
生
』
『
妻
』
そ
れ
か
ら
今
一
篇
を
加
へ
て
ト
リ
ロ
ジ
イ
と
な
さ
る
御
計
画
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
、
あ
れ
は

事
実
で
す
か
。
」
と
尋
ね
た
の
に
対
し
て
、
花
袋
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
た
。

き
う
思
っ
て
居
ま
す
が
、

ど
う
云
ふ
も
の
で
せ
、
っ
。そ
れ
も
『
生
』
を
書
く
時
か
ら
そ
の
積
り
な
ら
ば
好
か
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
考

は
『
生
』
を
書
い
て
し
ま
っ
た
後
に
、
友
人
の
話
な
ど
か
ら
ヒ
ン
ト
を
与
へ
ら
れ
て
か
ら
起
っ
た
の
で
す
か
ら
、
よ
し
こ
れ
か
ら
そ
の

積
り
で
今
一
篇
画
い
た
所
で
、
人
の
名
ゃ
な
ん
か
も
違
ふ
の
で
ど
う
も
ト
リ
ロ
ジ
！
と
し
て
の
効
果
も
充
分
に
得
ら
れ
ま
い
と
思
ふ
の

で
す
。
尤
も
今
書
い
て
居
る
『
田
舎
教
師
』
が
済
ん
だ
ら
ば
、
『
妻
』
以
後
即
ち
『
蒲
団
』
な
ど
の
時
代
か
ら
現
在
ま
で
を
一
冊
に
書
い

て
見
る
積
で
す
。
然
う
す
れ
ば
『
生
』
で
は
天
保
時
代
に
生
れ
て
家
庭
の
人
と
な
っ
た
女
、
『
妻
』
で
は
現
在
三
十
年
輩
位
の
時
代
の
女
、

そ
れ
か
ら
今
度
書
く
の
で
は
『
蒲
団
」
の
芳
子
即
ち
『
妻
』
の
中
で
は
て
る
子
と
な
っ
て
居
る
、
あ
の
よ
う
な
新
代
の
女
が
妻
と
な
り

若
い
母
と
な
っ
た
生
活
を
書
く
事
に
な
る
。
こ
の
三
種
の
異
っ
た
時
代
の
女
を
描
く
と
云
ふ
事
が
、
全
体
の
目
的
で
は
な
い
が
、
兎
に

(9
) 

角
さ
う
云
ふ
開
展
を
表
は
せ
ゃ
う
と
思
ふ
。

こ
こ
に
は
、
今
「
縁
」
を
考
え
る
上
で
の
幾
つ
か
の
重
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
先
ず
、
三
部
作
の
考
え
が
起
こ
っ
た
の
は
「
『
生
』



を
書
い
て
し
ま
っ
た
後
」
と
い
う
こ
と
、
次
に
、
『
田
舎
教
師
』
（
左
久
良
書
房
、明
必
－
m
）
を
書
き
終
え
て
か
ら
執
筆
に
向
か
う
こ
と
、

そ
し
て
、

三
作
目
の
内
容
は
「
『
蒲
団
』
な
ど
の
時
代
か
ら
現
在
ま
で
を
一
冊
に
書
い
て
見
る
積
で
」
「
『
蒲
団
』
の
芳
子
即
ち
『
妻
』
の
中
で

は
て
る
子
と
な
っ
て
居
る
、
あ
の
よ
う
な
新
代
の
女
が
妻
と
な
り
若
い
母
と
な
っ
た
生
活
を
書
く
」
と
い
う
こ
と
、
最
後
に
、
「
三
種
の
異
つ

た
時
代
の
女
を
描
く
と
云
ふ
事
が
、
全
体
の
目
的
で
は
な
い
」
と
い
う
保
留
、
の
四
点
で
あ
る
。

第
一
点
の
、
三
部
作
着
想
の
時
期
を
具
体
的
に
特
定
出
来
る
だ
け
の
材
料
を
、
現
在
僕
は
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
よ
し
こ
れ
か
ら
そ

の
積
り
で
今
一
篇
画
い
た
所
で
、
人
の
名
ゃ
な
ん
か
も
違
ふ
」
と
い
う
発
言
を
勘
案
す
れ
ば
、
「
生
」
（
「
読
売
新
聞
」
明
4
・
4
1
7

）
完
結

直
後
、
「
妻
」
（
「
日
本
」
明
日
制
・
m
l
必
・
2

）
の
連
載
開
始
前
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
「
妻
」
連
載
中
に
「
積
り
」
が
具
体
的

な
形
を
見
せ
て
来
た
が
、
そ
の
段
階
で
は
既
に
人
名
が
食
い
違
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
第
三
点
と
も
関

わ
る
の
だ
が
、
「
新
代
の
女
が
妻
と
な
り
若
い
母
と
な
っ
た
生
活
」
に
モ
デ
ル
の
岡
田
美
知
代
が
入
る
の
は
、
四
十
二
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

（
刊
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
と
も
関
わ
る
の
だ
が
、

と
で

一
月
、
田
山
家
に
入
籍
し
た
上
で
、
永
代
静
雄
と
結
婚
、
三
月
に
出
産
、

抑
々
、
「
早
稲
田
文
学
」
記
者
が
三
部
作
の
計
画
に
つ
い
て
尋
ね
得
た
の
は
、
同
じ
「
早
稲
田
文
学
」
に
、

－
田
山
花
袋
の
『
妻
」
は
先
月
中
旬
完
結
し
た
が
、
氏
は
更
に
「
若
夫
婦
』
を
書
い
て
、
『
生
』
『
妻
」
『
若
夫
婦
』
の
ト
リ
ロ
ジ
イ
に
し

た
い
と
言
っ
て
る
さ
う
だ
。

と
い
う
消
息
が
、

か
つ
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
「
若
夫
婦
』
と
い
う
端
的
な
題
名
は
、
美
知
代
と
永
代
の
結
婚
生
活
を
目
前
に

し
得
て
、
初
め
て
命
名
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
三
作
目
の
内
容
は
、
二
人
の
結
婚
に
よ
っ
て
最
終
的
に
確
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
第
二
点
は
、
「
縁
」
の
執
筆
開
始
が
、
早
く
て
も
四
十
二
年
九
月
以
降
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
四
点
は
作
品
の

テ
ー
マ
に
関
わ
る
訳
だ
が
、
花
袋
自
身
の
こ
の
よ
う
な
保
留
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
先
の
「
新
刊
書
一
覧
」
の
よ
う
に
、
三
世
代
の
女
を



描
い
た
連
作
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
今
は
確
認
し
て
お
く
に
止
め
る
。

以
上
の
よ
う
な
好
評
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

そ
の
後
の
「
縁
」
は
、
新
潮
社
（
大
4

・
4

・
4

）
か
ら
文
庫
版
で
刊
行
さ
れ
て
版
を

重
ね
る
も
の
の
、

『
花
袋
全
集
』
第
二
巻
（
大
ロ
・
3

・
問
、
昭
日
－
m
・
目
、
昭
必
・
9

・
初
、
平
5

・
5

－

m
）
、
角
川
文
庫
（
昭
紅
・

に
収
録
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
新
潮
社
版
刊
行
の
余
波
は
、
二
十
章
の
一
節
が
「
埠
頭
の
夜
」
と
題
し
て
「
新
文
壇
」
（
日
巻
3

号
、
大
4

・
6

・

n
）
に
再
録
さ
れ
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
が
、
三
部
作
と
称
さ
れ
、

又
、
「
蒲
団
」
の
後
日
謹
と
し
て
の
興
味
が
先
走
る

為
か
、
却
っ
て
影
の
薄
い
作
品
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
「
新
刊
書
一
覧
」
の
「
『
生
』
に
於
て
は
明
治
以
前
に
生
れ
て
、
明
治
以
前
の
教
育
を
受
け
た
女
を
描
き
、
「
妻
」
に
於

て
は
明
治
の
初
に
生
れ
て
明
治
二
十
年
代
の
教
育
を
主
と
し
て
受
け
た
女
を
描
き
た
る
に
対
し
て
、
「
縁
』
は
最
近
に
於
け
る
所
謂
新
ら
し
い

時
代
の
女
を
描
い
た
。
」
と
い
う
纏
め
に
相
応
し
い
の
は
、
「
縁
」
で
は
無
く
、
却
っ
て
『
若
夫
婦
』
と
い
う
最
初
の
題
名
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、

「
縁
」
と
い
う
題
名
に
変
更
さ
れ
た
の
は
、
単
に
他
の
二
作
の
一
字
題
に
合
わ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
題
名
の
変
更
は
、
〈
若
夫
婦
〉

と
い
う
主
題
・
題
材
か
ら
〈
縁
〉
と
い
う
主
題
へ
の
変
更
を
反
映
し
て
い
る
筈
で
は
な
い
か
。
そ
の
、
現
在
も
主
題
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
〈
縁
〉
に
つ
い
て
は
、

既
に
同
時
代
の
相
馬
御
風
が
、
先
に
挙
げ
た
〈
『
縁
』
と
『
犠
牲
」
合
評
〉の
中
で
、

作
者
が
人
間
の
集
散
離
合
と
云
ふ
事
に
つ
い
て
い
か
に
も
感
慨
に
堪
え
ぬ
や
う
に
「
縁
』
と
云
ふ
観
念
を
持
ち
廻
っ
て
居
る

と
批
判
し
、
そ
れ
が
、
作
品
に
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
調
子
を
与
え
る
こ
と
、

又
、

『
縁
』
は
『
生
』
『
妻
』
の
二
篇
と
合
し
て
一
種
の
ト
リ
ロ
ジl
を
成
す
も
の
と
云
ふ
。
併
し
前
に
出
た
二
篇
と
比
べ
て
見
る
と
、
ひ
ど

く
全
体
の
調
子
が
違
ふ
や
う
に
思
ふ
。
私
は
『
縁
』
を
読
ん
で
寧
ろ
ず
っ
と
以
前
に
同
じ
作
者
の
書
い
た

『
野
の
花
』
と
か
『
故
郷
』

な
ど
を
思
ひ
出
し
た
。



と
い
う
感
想
を
与
え
る
こ
と
に
触
れ
て
、
「
縁
」の
他
の
二
作
と
の
調
子
の
違
い
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
の
調
子
が

「
野
の
花
』
『
ふ
る
郷
』

と
同
じ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
異
見
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
「
縁
」
が
他
の
二
作
と
肌
触
り
が
違
う
こ
と
は
、
僕
の
印
象
と
も
一
致
し
て
い
る
。

そ
れ
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
題
名
・
主
題
の
変
更
が
、
作
品
の
表
現
・
構
成
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
作
品
の
主
題
や

内
容
に
拘
る
の
で
は
な
く
、
僕
は

こ
の
個
人
的
な
印
象
の
拠
っ
て
来
る
原
因
を
、
表
現
や
構
成
の
中
に
求
め
る
所
か
ら
出
発
し
よ
う
。そ

こ
に
、
作
者
花
袋
の
モ
チ
ー
フ
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
に
、
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

3 

作
中
の
時
間
の
経
過
と
年
立
て

作
中
に
於
い
て
は
、
足
掛
け
四
年
の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
。
細
か
く
な
る
が
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
日
）

第
五
節
に
「
冬
か
ら
春
ま
で
の
聞
に
、
少
く
と
も
さ
う
し
た
手
紙
の
五
通
や
六
通
は
清
は
出
し
た
。
」
と
あ
り
、
そ
の
少
し
後
に
「
春
が
来

て
、
梅
が
咲
い
た
。
」
と
あ
る
。
「
こ
の
現
在
を
一
年
目
と
す
れ
ば
、
二
年
目
に
入
る
訳
で
あ
る
。
そ
の
一
年
目
は
、
「
戸
外
に
は
秋
雨
が
粛
々

と
降
っ
て
居
た
。
」
（
一
）
と
あ
る
よ
う
に
、
作
品
の
現
在
は
「
秋
」
か
ら
始
ま
る
。
次
の
年
越
し
は
、
「
三
十
三
」
の
「
清
が
年
始
に
出
か
け

て
行
っ
た
時
、
お
三
輪
は
か
う
言
っ
て
、

そ
の
産
婆
を
勧
め
た
。
」
で
、こ
こ
か
ら
三
年
目
に
入
る
。
最
後
が
「
四
十
九
」
の
「
二
人
は
新
し

い
年
を
こ
の
き
び
し
い
幽
棲
に
迎
へ
た
。
」で
、
以
後
四
年
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
四
年
目
の
下
限
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
「
三
月
の
あ
る
寒
い
晩
」
（
五
十
ご
木
下
敏
子
と
お
国
は
山
崎
薙
之
助
の
寺
に
到
着
、
「
寺

の
本
堂
に
一
月
以
上
も
居
た
」
（
五
十
四
）
後
、
帰
京
。
「
ま
だ
一
週
間
経
た
な
い
あ
る
朝
」
（
五
十
五
）
馬
橋
が
訪
ね
て
来
る
。
服
部
清
の
家

す
」
（
同
）

へ
の
「
馬
橋
が
来
た
と
い
ふ
話
を
し
て
か
ら
三
度
目
の
訪
問
の
夜
」
（
五
十
六
）
、
敏
子
は
「
兎
に
角
明
日
小
石
川
へ
行
っ
て
相
談
し
て
来
ま

也
町
スw
b
A
m

次
の
「
五
十
七
」
冒
頭
で
は
「
一
夜
」
と
あ
っ
て
、
敏
子
の
失
綜
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
「
五
十
六
」
と
「
五
十
七
」

と
語
り
、



の
聞
の
時
間
の
経
過
は
不
明
。
敏
子
が
「
馬
橋
の
下
宿
に
行
っ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
も
二
三
日
し
て
知
れ
た
。
」
「
二
三
H
I

－
－
一
週
間l
l

か
れ
は
恋
の
燃
え
た
り
消
え
た
り
す
る
の
を
つ
く
ん
＼
独
り
考
へ
て
見
る
人
で
あ
っ
た
。
」
（
五
十
八
）
そ
し
て
、
「
そ
れ
か
ら
十
日
ほ
ど
経
つ

て
か
ら
」
（
同
）
馬
橋
が
道
具
を
取
り
に
来
て
一
応
物
語
は
閉
じ
ら
れ
る
。
「
そ
れ
か
ら
十
日
ほ
ど
」
の
「
そ
れ
」
が
何
を
指
し
て
い
る
の

か
分
か
り
難
い
が
、
敏
子
の
失
綜
を
指
し
て
い
れ
ば
「
四
月
」
、
清
の
感
慨
を
指
し
て
い
れ
ば
「
五
月
」
が
、
作
品
末
尾
の
時
期
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

作
中
の
時
代
を
示
す
客
観
的
な
指
標
と
し
て
は
、
「
戦
争
」
（
一
）
の
語
が
あ
る
だ
け
だ
が
、
発
表
時
点
を
考
え
れ
ば
、
当
然
、日
露
戦
争

（
明
幻
・2
1

お
・
9

）
を
指
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
清
は
「
戦
争
に
行
っ
た
」
（
一
）
と
述
べ
ら
れ
、
作
中
の
現
在
は
「
そ
れ
か
ら
経
過

し
た
四
年
間
」
（
同
）
と
表
現
可
能
な
時
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
起
点
を
三
十
七
年
と
す
る
か
、
三
十
八
年
と
す
る
か
に
よ
っ
て
作
中
の
現

在
が
変
わ
る
が
、
清
の
従
軍
を
花
袋
自
身
の
従
軍
（
明
訂
・
3
1
9

）
に
重
ね
合
わ
せ
て
そ
れ
を
起
点
と
す
れ
ば
、
作
中
の
現
在
は
四
十
一

年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
年
立
て
の
設
定
は
、
初
出
連
載
第
一
回
（
「
ご
前
半
）
の
結
末
部
で
、

四
年
間
｜
｜
其
聞
に
叔
父
も
死
ん
だ
。
兄
も
死
ん
だ
。
親
し
い
友
も
死
ん
だ
。
か
れ
は
其
度
毎
に
味
っ
た
暗
い
感
じ
を
頭
に
繰
返
し
た
。

（
傍
点
、
筆
者
。
漢
字
を
通
用
の
文
字
に
改
め
た
以
外
は
原
文
の
僅
、
以
下
同
じ
）

と
、
兄
実
弥
登
の
四
十
年
十
一
月
九
日
の
死
、
「
親
し
い
友
」
即
ち
国
木
田
独
歩
の
四
十
一
年
六
月
二
十
三
日
の
死
を
、
清
に
回
想
さ
せ
て
い

る
こ
と
と
も
合
致
す
る
（
「
叔
父
」
に
つ
い
て
は
未
詳
）
。
し
か
し
、
こ
の
傍
点
部
は
単
行
本
で
削
除
さ
れ
、
そ
の
削
除
が
、
以
下
、
こ
の
論

で
の
論
点
と
な
る
訳
だ
が
、
同
様
の
例
が
も
う
一
箇
所
あ
る
。

友
達
の
群
に
も
栄
達
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
零
落
し
た
も
の
も
あ
る
。
三
十
七
で
肺
病
で
艶
れ
た
あ
る
友
は
、
憾
刺
不
遇
の
中
に

し玉、



っ
か
そ
の
文
名
を
不
朽
に
留
め
て
居
た
。
（
傍
点
、
筆
者
）

右
に
挙
げ
た
の
は
連
載
第
四
回
（
「
一
ご
後
半
）
で
、
例
に
よ
っ
て
傍
点
部
は
単
行
本
で
削
除
き
れ
た
が
、
こ
の
「
友
」
も
独
歩
を
指
し
て

い
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
「
こ
の
現
在
を
四
十
一
年
と
す
れ
ば
、
作
品
末
尾
は
四
十
四
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
作
品
の
発
表
時
点
を
通
り
越
し
て
し
ま

う
。
確
か
に
、
花
袋
の
初
期
作
品
の
中
に
は
、
例
え
ば
「
わ
す
れ
水
」
（
「
国
民
之
友
」
明
却
・
8

）
の
よ
う
に
、
二
十
六
歳
の
花
袋
が
、
自

身
を
モ
デ
ル
に
し
た
四
十
六
歳
の
主
人
公
を
描
く
と
い
う
作
者
の
現
在
を
追
い
越
し
て
し
ま
う
作
品
の
例
も
あ
る
の
だ
が
、
極
少
数
の
例
で

あ
り
、
し
か
も
後
に
は
そ
う
い
っ
た
例
も
無
く
な
る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
を
旨
と
す
る
花
袋
に
と
っ
て
、
当
然
の
変
化
だ
ろ
う
が
、
だ
と
す
れ
ば
、

こ
れ
は
、
こ
の
年
立
て
設
定
の
大
き
な
難
点
と
な
る
。
実
は
、
難
点
は
こ
の
一
点
ば
か
り
で
は
な
く
、
花
袋
の
年
譜
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

他
に
も
多
く
の
阻
断
が
生
ず
る
こ
と
は
、
次
章
に
触
れ
る
。
猶
、
戦
争
の
終
わ
っ
た
三
十
八
年
を
起
点
と
す
る
と
、
作
中
の
現
在
は
四
十
二

年
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
同
様
の
理
由
で
髄
艇
は
よ
り
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

4 

作
中
の
年
立
て

作
中
の
年
立
て
に
つ
い
て
明
確
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
小
林
一
郎
・
堀
井
哲
夫
・
佐
々
木
浩
の
三
氏
で
あ
る
。
小
林
氏
は
、
「
凡
そ
四
十
一

（H
）
（
日
）

年
か
ら
四
十
二
年
の
間
」
、
堀
井
氏
は
、
「
明
治
四
十
年
か
ら
四
十
二
年
へ
か
け
て
の
出
来
事
」
、
佐
々
木
氏
は
、
四
十
年
秋
か
ら
四
十
三
年
四

（
日
）

月
ま
で
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
先
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
作
中
で
の
足
掛
け
四
年
の
時
間
の
経
過
と
い
う
点
か
ら
、

佐
々
木
氏
の
指
摘
が
最
も
適
切
な
も
の
で
あ
る
。
「
九
」
で
の
清
と
敏
子
の
再
会
は
、
花
袋
の
年
譜
に
当
て
最
め
れ
ば
、
美
知
代
の
再
上
京
が

四
十
一
年
三
月
末
と
言
わ
れ
て
い
る
（
作
中
で
の
敏
子
の
上
京
は
「
四
月
」
（
二
十
五
）
と
あ
る
が
）
の
で
、
四
十
一
年
の
こ
と
に
な
り
、

そ



れ
に
続
く
、

田
辺
即
ち
国
木
田
独
歩
の
死
、
清
の
九
州
旅
行
等
の
そ
の
他
の
事
実
も
、
佐
々
木
氏
の
指
摘
し
た
年
立
て
に
当
て
蔽
ま
る
。と

一
言
う
よ
り
、
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
佐
々
木
氏
は
年
立
て
を
再
構
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
。
「
こ
の
現
在
を
四
十
一
年
と
し
た
場
合
、」
れ
ら

の
事
実
と
一
年
ず
つ
ず
れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
、
適
切
と
は
言
え
な
い
。

と
す
れ
ば
、
「
ご

の
現
在
は
四
十
年
秋
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
先
に
挙
げ
た
、

兄
も
死
ん
だ
。
親
し
い
友
も
死
ん
だ
。

（
初
出
第
一
回
）

三
十
七
で
肺
病
で
弊
れ
た
あ
る
友
は
、
憾
刺
不
遇
の
中
に

い
つ
か
そ
の
文
名
を
不
朽
に
留
め
て
居
た
。
（
初
出
第
四
回
）

は
、
単
な
る
勘
違
い
、
誤
記
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
勘
違
い
の
訂
正
と
し
て
、
単
行
本
で
は
独
歩
に
関
わ
る
こ
箇
所
の
記

述
を
削
除
し
た
と
い
う
訳
で
あ
ろ
う
か
。

ど
う
も
そ
う
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
を
理
解
す
る
為
に
も
、
回
り
道
の
よ
う
だ

初
出
第
一
回
（
以
下
、
初
出
の
連
載
回
数
は
算
用
数
字
の
み
で
示
す
）で
は
、
清
は
薙
之
助
の
寺
に
滞
在
し
て
お
り
、
滞
在
中
の
二
人
の
-133-

が
、
作
中
の
時
の
流
れ
方
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

会
話
が
示
き
れ
る
。
「
2

」
（
「
こ
後
半
）
か
ら
「
4

」
（
「
一
ご
後
半
）
迄
は
、
清
の
寺
へ
の
訪
問
と
滞
在
中
の
様
子
が
描
か
れ
る
が
、
こ
の

訪
問
と
滞
在
は
、
「
1

」
の
滞
在
と
同
一
の
滞
在
と
言
え
る
訳
で
は
無
い
。

来
る
度
に
、
都
の
男
は
か
う
い
ふ
風
に
田
舎
に
か
く
れ
た
友
に
言
っ
て
聞
か
せ
た
。

か
う
言
ひ
な
が
ら
奥
に
駈
け
込
ん
で
行
く
の
が
例
で
あ
っ
た
。
（3
）

け
れ
ど
一
番
旨
い
の
は
矢
張
り
晩
春
に
獲
れ
る
鮎
子
で
あ
っ
た
。

2 

略
）
二
人
は
散
歩
の
次
手
に
、
其
小
屋
に
寄
っ
て
は
い
つ
も
そ
れ

を
買
っ
て
来
た
。

（4
。
以
上
、
傍
点
は
共
に
筆
者
）

と
い
っ
た
表
現
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に

一
度
の
訪
問
を
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
数
度
に
百
一
る
訪
問
を
、
前
後
の
時
間
の
差
異
を
無



視
し
て
纏
め
て
回
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
は
、
続
く
清
の
故
郷
訪
問
を
描
く
節
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
「
5
i
8

」
（
「
一
二
」
）
は
、
清
と
薙
之
助
の
二
人
が

清
の
故
郷
の
町
を
歩
き
な
が
ら
敏
子
に
つ
い
て
語
る
場
面
だ
が
、

清
は
薙
之
助
を
よ
く
其
処
に
連
れ
て
行
っ
た
。
（5
。
傍
点
、
筆
者
）

と
あ
っ
て
、
作
品
に
描
か
れ
る
の
は
、
何
回
か
に
亘
る
訪
問
の
内
の
あ
る
特
定
の
訪
問
で
あ
る
が
、
先
と
同
様
、そ
れ
が
「
1

」
の
滞
在
時

期
に
同
定
出
来
る
訳
で
は
無
い
。

又
、
「9

・
叩
」
（
「
四
」
）
は
、
清
の
家
の
寺
の
訪
問
と
、
玉
か
つ
み
の
小
照
の
訪
問
が
描
か
れ
る
が

今
日
に
限
ら
ず
、
故
郷
の
町
を
歩
く
時
は
、
清
は
い
つ
も
か
う
し
た
調
子
で
あ
っ
た
。

二
人
は
其
の
花
の
時
分
に
も
よ
く
出
か
け
て
行
っ
た
。

9 

（
印
。
以
上
、
傍
点
は
共
に
筆
者
）

と
あ
り
、
寺
の
訪
問
は
「
5
1
8

」
の
続
き
な
の
だ
が
、
小
照
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、

一
度
の
訪
問
を
描
い
た
も
の
で
は
無
く
、
矢
張
り
数

度
に
亘
る
訪
問
を
纏
め
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
5
1
8

」
に
時
間
的
に
継
続
す
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

こ
の
後
「
日
j
U
」
（
「
五
」
）
は
、
清
と
敏
子
の
関
係
に
戻
り
、
清
と
敏
子
、
清
と
敏
子
の
父
親
と
の
間
の
手
紙
の
遣
り
取
り
が
描
か
れ
る

カf

こ
こ
で
は
も
う
そ
れ
以
前
と
は
異
な
り
、
四
十
年
冬
を
起
点
と
し
て
、
自
然
の
時
間
の
流
れ
と
共
に
物
語
も
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
な

る
。
以
後
も
同
様
で
あ
る
。

以
上
の
確
認
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
1
1
m
」
（
「
一i
四
」
）
に
於
け
る
時
の
流
れ
方
は
特
殊
な
の
で
あ
る
。
佐
々
木
氏
が
、
「
縁
」
を

五
つ
の
部
分
に
分
け
た
上
で

こ
の
部
分
を
、

プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
序
節
。
服
部
清
と
山
崎
薙
之
助
の
会
話
・
回
想
か
ら
、
二
人
の
今
日
ま
で
が
た
ど
ら
れ
る
。
（
「
ご

l

「
四
」
）



前
出
、
註
（
日
）

と
纏
め
て
い
る
の
も
、
故
の
な
い
事
で
は
な
い
。
と
は
言
え
、
「
2

」
i

「
叩
」
の
叙
述
の
中
に
、
「1
」
の
現
在
を
暗
示
す
る
よ
う
な
表
現
が

他
に
全
く
な
い
訳
で
は
な
い
。

先
ず
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
「
1

」
に
は

四
年
間
l
l

其
間
に
叔
父
も
死
ん
だ
。
兄
も
死
ん
だ
。
親
し
い
友
も
死
ん
だ
。
か
れ
は
其
度
毎
に
味
っ
た
暗
い
感
じ
を
頭
に
繰
返
し
た
。

（
傍
点
、
筆
者
）

と
あ
っ
て
、
「
1

」
の
現
在
が
四
十
一
年
だ
と
花
袋
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
く
。

次
に

が
あ
る
。
「
十
三
四
年
」の
起
点
は
本
文
か
ら
も
明
ら
か
で
な
い
。
「
其
時
分
か
ら
彩
伴
の
一
人
が
言
っ
た
。
」
（
4

）
と
い
う
「
其
時
分
」
が

十
三
四
年
の
歳
月
は
短
か
く
は
な
か
っ
た
。

4 

起
点
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
何
時
の
こ
と
か
明
確
で
な
い
。
本
文
の
叙
述
に
関
連
す
る
太
田
玉
著
の
経
歴
を
挙
げ
て
見
れ
ば
、
二
十

三
年
三
月
、
花
袋
と
「
頴
才
新
誌
」
誌
友
会
で
知
り
合
い
、
二
十
七
年
七
月
に
は
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
、
三
十
年
四
月
、
花
袋
等
と
『
行

情
詩
』
を
刊
行
、
三
十
二
年
五
月
、
羽
生
の
建
福
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
「
影
伴
」
と
い
う
言
及
は
、
東
京
専
門
学
校
在
学
中
、
或
い
は
『
行

情
詩
』
の
共
著
者
等
を
連
想
さ
せ
る
が

い
ず
れ
に
し
て
も
計
算
は
合
わ
ず
、
「
十
三
四
年
」
と
い
う
言
い
方
は
、
「
1

」
の
現
在
と
正
確
に

対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

第
三
に

清
が
十
年
前
に
書
い
た
「
故
郷
』
と
い
ふ
小
冊
子
で
あ
っ
た
。(5

) 



と
触
れ
ら
れ
る
『
ふ
る
郷
』
は
、
三
十
二
年
九
月
の
刊
行
で
、
そ
れ
を
「
十
年
前
」
と
言
え
る
現
在
は
四
十
二
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

既
に
見
て
来
た
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
筈
も
無
い
の
で

こ
の
表
現
も
正
確
に
「
十
年
前
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
十
年
前
」
位
と
い
っ
た

意
味
で
あ
ろ
、7

。

そ
し
て
、
薙
之
助
が
敏
子
の
上
京
の
予
定
に
つ
い
て
尋
ね
た
の
に
対
し
て
、
清
が
、

来
年
に
な
っ
た
ら
、
出
て
来
る
ん
だ
ら
う
。

6 

と
答
え
る
。
美
知
代
の
四
十
一
年
三
月
末
の
再
上
京
を
既
に
知
っ
て
い
る
花
袋
の
意
識
の
中
で
は
、こ
の
「
6

」
の
現
在
は

四
十
年
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
続
く

山
の
中
に
一
年
以
上
も
じ
っ
と
し
て
き
び
し
く
暮
し
て
居
る

6 

と
い
う
叙
述
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
三
十
九
年
一
月
の
美
知
代
の
帰
郷
か
ら
「
一
年
以
上
」
と
い
う
表
現
の
想
定
し
て
い
る
現
在
は
、四
十

年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
又

あ
の
作
が
出
て
か
ら
逢
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ね
え
？
一
7

）

と
い
う
薙
之
助
の
質
問
は
、
読
者
に
も
「
あ
の
作
」
が
「
蒲
団
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、こ
の
時
点
が
四
十
年
九
月
以
降

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
後
に一

二
年
の
間
に
此
町
に
も
少
な
か
ら
ぬ
変
遷
が
あ
っ
た
。
利
根
川
の
手
前
で
っ
か
へ
て
居
た
鉄
道
は
、
鉄
橋
が
出
来
上
っ
て
ヤ
が
て
開

通
し
た
。
町
に
も
大
き
な
寺
の
裏
山
を
開
い
て
停
車
場
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
運
送
屋
が
出
来
る
製
粉
会
社
が
出
来
る
、
今
度
は
更

に
大
規
模
の
モ
ス
リ
ン
会
社
が
城
祉
に
建
て
ら
れ
る
と
言
ふ

10 



と
い
う
部
分
が
あ
る
。
関
連
の
年
譜
を
挙
げ
る
と
、
東
武
鉄
道
の
館
林
ま
で
の
開
通
は
、四
十
年
八
月
、
三
十
三
年
設
立
の
館
林
製
粉
が
、

日
清
製
粉
を
吸
収
し
て
現
在
の
日
清
製
粉
の
基
礎
を
築
い
た
の
が
、
四
十
年
十
一
月
、
現
在
地
の
新
工
場
に
移
転
し
た
の
が
四
十
一
年
、
東

洋
モ
ス
リ
ン
の
館
林
工
場
が
操
業
を
開
始
し
た
の
が
、
四
十
一
年
一
月
、
上
毛
モ
ス
リ
ン
の
新
工
場
の
起
工
は
、
四
十
一
年
で
、
完
成
は
四

（
口
）

十
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
行
立
を
見
聞
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
花
袋
が
、
「
一
二
年
の
聞
に
」
と
い
う
語
り
を
書
き
付
け
る
時
、

意
識
の
中
の
起
点
と
な
る
現
在
は
、
少
な
く
と
も
四
十
一
年
以
降
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
先
ず
、
「
1

」
と
「
6

」
の
聞
の
何
れ
か
の
時
点
で
、
作
品
冒
頭
部
の
設
定
は
四
十

一
年
か
ら
四
十
年
へ
と
変
化
き
せ
ら
れ
た
こ
と
。
次
に
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
小
照
に
関
わ
る
「
叩
」
に
於
い
て
は
、
四
十
一
年
以
降
の

意
識
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
。
こ
こ
か
ら
も
、
小
照
の
作
中
で
の
位
置
付
け
の
微
妙
き
が
感
じ
取
ら
れ
る
の
だ
が
、
今
は
措
く
。
こ
の
よ
う

先
ず
、
前
者
に
関
わ
っ
て
、
「
二
十
七
・
二
十
八
」
に
描
か
れ
る
四
十
一
年
秋
の
清
の
寺
滞
在
を
考
え
た
い
。
清
の
滞
在
は
、
花
袋
自
身
の

に
纏
め
て
作
品
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
問
題
も
派
生
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

四
十
一
年
十
月
か
ら
の
羽
生
の
建
福
寺
滞
在
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
敏
子
の
入
籍
問
題
を
薙
之
助
と
語
り
、
自
身
の
感
慨
の
中
に
耽
っ
て

行
く
清
の
姿
は
、
「
一
l

一
三
に
描
か
れ
る
清
の
姿
と
よ
く
似
て
い
る
。
そ
れ
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
当
初
「
一j
コ
こ
は
四
十
一
年
秋
の
事
と

設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
最
初
の
設
定
が
生
か
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
「
四
」
の
小
照
の
話
題
の
後
に
、こ
の
「
二
十
七
・
二
十
八
」

が
そ
の
僅
続
い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
推
測
の
傍
証
と
も
な
る
の
が
、
次
の
一
文
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

か
う
言
つ
て
は
変
だ
が
、
今
少
し
深
い
縁
と
言
ふ
や
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
敏
子
の
不
幸
を
放
っ
て
置
く
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
や

つ
な
心
持
に
な
っ
て
ゐ
る
。
（
二
十
七
）

題
名
と
な
っ
た
「
縁
」
の
、
作
中
の
初
出
で
あ
る
。
続
く
「
二
十
八
」
に
は
、
「
縁
」
や
、
関
連
し
た
「
運
命
」
が
頻
出
す
る
。
と
こ
ろ
で
、



そ
の
「
運
命
」
と
い
う
語
の
初
出
は

人
生
に
は
運
命
の
糸
の
塊
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
彼
方
に
引
張
ら
れ
た
り
此
方
に
引
張
ら
れ
た
り
し
て
ゐ
る
や
う
な

も
の
だ
ね
え
。
〆’ー、、

一一一、、ー，〆

で
あ
っ
た
。
こ
の
「
二
こ
か
ら
「
二
十
七
」
に
か
け
て
「
運
命
」
の
語
が
散
見
さ
れ
る
一
方
で
、
「
縁
」
の
初
出
が
や
っ
と
「
二
十
七
」
で
あ

る
こ
と
は
、
「
二
十
七
・
二
十
八
」
の
位
置
付
け
の
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。又、
「
寺
に
一
月
以
上
も
居
た
」
（
二
十
八
）と説
明
さ
れ
る
に

し
て
は
短
過
ぎ
る
二
節
に
、
疑
問
も
湧
い
て
来
る
。
或
い
は
、
あ
の
「
蒲
団
」
の
、
第
一
章
の
現
在
か
ら
、
二
・
三
章
と
過
去
の
回
想
に
戻

り
、
四
章
で
一
章
に
続
く
現
在
に
帰
る
よ
う
な
構
成
を
自
己
模
倣
す
る
つ
も
り
な
ら
ば
、
「
一i
四
」
の
現
在
か
ら
「
五i
二
十
六
」
の
過
去

の
回
想
に
一
反
り
、
「
二
十
七
・
二
十
八
」の現
在
に
回
帰
す
る
と
い
う
構
成
す
ら
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
の
花
袋
は
様
々
の
可
能
性

の
芽
を
摘
み
な
が
ら
、
直
線
的
な
時
間
の
流
れ
る
比
較
的
単
純
な
現
在
の
構
成
を
選
択
し
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
後
者
に
関
わ
っ
て

三
年
前
に
は
顔
を
撮
ら
め
ず
に
は
言
は
れ
な
い
や
う
な
こ
と
も
言
っ
た
。

(1
) 

と
い
う
何
で
も
な
い
叙
述
に
も
、
或
る
疑
問
が
湧
い
て
来
る
。
即
ち
「
三
年
前
」
と
は
何
時
か
、
花
袋
は
何
時
を
起
点
と
考
え
て
「
三
年
前
」

と
書
い
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
設
定
の
四
十
一
年
を
起
点
と
す
れ
ば
、三
十
八
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
の

作
中
で
の
日
露
戦
争
へ
の
言
及
を
勘
案
す
れ
ば
、
戦
後
の
時
代
思
潮
の
変
化
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
三
十
八
年
の
花
袋
に
何
か
心
境
の
変
化
を
粛
す
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
美
知
代
に
永
代
と
い
う
恋
人
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
年
で
は
あ
る
が

こ
れ
が
転
機
に
当
た
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
は
思
え
な
い
。
取
り
立
て
て
言
う
だ
け
の
事
件
が
無
く
と
も
心
境
の
変
化

を
粛
す
こ
と
は
当
然
有
り
得
る
が
、
矢
張
り
何
等
か
の
出
来
事
を
想
定
す
る
方
が
分
か
り
易
い
。
二
つ
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
見
ょ
う
。



先
ず
、
四
十
二
年
を
起
点
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
か
。
先
に
、
花
袋
の
「
「
妻
」
に
就
て
」
（
前
出
、
註
（

9

）
）
で
見
た
よ
う
に
、

「
妻
」
の
完
結
し
た
四
十
二
年
の
時
点
で
「
縁
」
の
構
想
は
あ
る
程
度
纏
ま
っ
て
い
た
訳
で
あ
る
か
ら
、そ
の
構
想
の
立
っ
た
時
点
を
花
袋

が
無
意
識
の
内
に
起
点
と
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
『
田
舎
教
師
』
を
完
成
し
て
、
「
縁
」
の
メ
モ
で
も
始
め
た
時
点

と
考
え
て
も
良
い
。
こ
れ
は
例
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
蒲
団
」
の
冒
頭
で
、
時
雄
の
年
齢
を
「
一
二
十
六
」
（
て
以
下
、
引
用
は

と
す
る
の
は
、
三
十
八
年
の
設
定
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
芳
子
を
帰
郷
さ
せ
た
結
末
の
時
点
、
即
ち
、
三
十
九
年
の

視
点
が
混
入
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
又
、
芳
子
か
ら
初
め
て
手
紙
が
来
た
年
を
「
今
よ
り
三
年
前
」
（
二
）
と
す
る
の
も
、
実
際
に
美
知
代

『
全
集
』
に
拠
る
）

か
ら
初
め
て
手
紙
を
貰
っ
た
三
十
六
年
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
起
点
は
「
こ
の
現
在
で
あ
る
三
十
八
年
で
は
な
く
、
同
じ
く
三
十
九
年
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
例
を
見
れ
ば
、
四
十
二
年
を
起
点
と
し
て
三
十
九
年
を
振
り
返
っ
て
い
る
可
能
性
も
無
視
出
来
な
い
。
そ
の
三
十
九

年
は
、
美
知
代
を
帰
郷
さ
せ
た
年
で
あ
り
、
「
文
章
世
界
」
を
創
刊
し
た
年
で
も
あ
る
。
又
、
島
崎
藤
村
が
『
破
戒
』
を
刊
行
し
、
本
格
的
な

自
然
主
義
の
時
代
の
到
来
が
予
感
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
花
袋
に
何
等
か
の
心
境
の
変
化
が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
四
十
三
年
を
起
点
と
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
理
由
の
一
つ
は
、

四
十
二
年
と
考
え
た
時
と
同
様
で
、
執
筆
時
の
意
識
が
混
入
し
て

い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
理
由
の
第
二
は
、
作
品
が
薙
之
助
の
寺
に
於
け
る
清
の
描
写
を
導
入
と
し
て
い
る
こ
と
に
関
わ
る
。

何
故
、
「
縁
」
は
こ
の
よ
う
な
場
面
か
ら
始
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
四
十
三
年
の
「
三
月
の
あ
る

寒
い
晩
」
（
五
十
二
敏
子
と
お
国
は
赤
ん
坊
を
連
れ
て
薙
之
助
の
寺
を
訪
問
し
、
「
寺
の
本
堂
に
一
月
以
上
も
居
た
」
（
五
十
四
）
の
で
あ
る
。

十
三
）
と
あ
る
の
で
、

二
人
の
帰
京
は
、
四
月
の
或
る
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
「
二
人
が
寺
に
居
る
聞
に
、
清
も
一
度
東
京
か
ら
訪
ね
て
行
っ
た
。
」
（
五

（
日
）

こ
の
記
述
が
事
実
を
基
に
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
花
袋
は
、
四
十
三
年
の
三
月
か
ら
四
月
の
聞
の
何
れ
か
の
時
点
で
、

羽
生
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
作
品
の
冒
頭
「
1
1
4

」
は
、
三
月
二
十
九
日
か
ら
四
月
一
日
迄
の
掲
載
部
分
で
あ
る
。
新
聞



連
載
開
始
直
後
に
短
期
と
は
言
え
旅
行
に
出
た
と
は
考
え
難
い
の
で
、

（
叩
）

羽
生
訪
問
の
後
、
「
縁
」
の
連
載
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ

ば
、
つ
い
先
日
の
羽
生
訪
問
は
、
果
た
し
て
作
品
に
全
く
影
を
落
と
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
四
十
三
年
を
起
点
と
す
れ
ば
、
「
三

年
前
」
の
四
十
年
は
「
蒲
団
」
発
表
の
年
で
あ
る
。
花
袋
の
意
図
は
兎
に
角
、
島
村
抱
月
の
「
此
の
一
篇
は
肉
の
人
、
赤
裸
々
の
人
間
の
大

胆
な
る
憐
悔
録
で
あ
る
。
」
と
い
う
評
が
、
以
後
肉
欲
文
学
・
肉
欲
描
写
を
続
出
さ
せ
、
花
袋
自
身
、
「
文
章
世
界
」
の
投
稿
作
品
に
見
ら
れ

る
肉
欲
描
写
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
後
遺
症
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
花
袋
個
人
に
止
ま
ら
ず
、
こ
れ
以
後
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
「
顔
を
撮
ら
め
ず
に
」
話
せ
る
よ
う
な
時
代
に
な
っ
た
、

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
先
日
の
羽
生
訪
問
に
引
き
摺
ら
れ
て
、

イ〉

1,,--. 

「
三
年
前
」
と
書
い
た
も
の
の
、
美
知
代
の
上
京
、
永
代
と
の
交
際
の
再
開
、
失
綜
、
出
産
、
結
婚
生
活
と
い
う
、
本
来
の
物
語
の
本

筋
を
思
い
起
こ
し
て
、
「1
」
の
末
尾
で
何
と
か
四
十
一
年
を
現
在
と
す
る
所
に
引
き
戻
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
け
の
論
拠
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
は
言
え
、

こ
の
よ
う
な
推
論
の
存
在
を
許
す
こ
と
が
示
し
て
い
る
の
は
、
繰
り
返
す
が
、
「
縁
」

し
か
し
、
以
上
二
つ
の
推
論
は
、
飽
く
迄
も
可
能
性
に
止
ま
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
四
十
一
年
を
起
点
と
す
る
読
解
を
決
定
的
に
覆
す

冒
頭
の
暖
昧
き
な
の
で
あ
る
。

5 

執
筆
中
の
花
袋
の
意
識
の
混
入

先
に
、
「
1

」
と
「
6

」
の
聞
の
何
れ
か
の
時
点
で
、
作
品
冒
頭
部
の
設
定
は
四
十
一
年
か
ら
四
十
年
へ
と
変
化
さ
せ
ら
れ
た
、と述
べ
た

が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
「
5

」
に
は
興
味
深
い
表
現
が
あ
る
。

か
う
言
っ
た
清
は
、
其
後
ま
で
も
其
時
の
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

と
い
う
一
文
で
あ
る
。
或
る
特
定
の
時
点
に
於
い
て
、
登
場
人
物
が
過
去
を
回
想
す
る
と
い
う
場
面
は
作
中
に
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、

こ
の



よ
う
な
「
其
後
ま
で
も
」
と
い
っ
た
形
の
、
語
ら
れ
て
い
る
時
点
か
ら
不
特
定
の
未
来
に
向
け
て
の
表
現
、
言
い
換
え
れ
ば
、
登
場
人
物
に

可
能
な
最
下
限
の
現
在
（
例
え
ば
、
作
品
発
表
時
）
を
も
含
め
た
或
る
時
点
が
登
場
人
物
の
語
り
の
現
在
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
よ
う
な

（
紅
）

表
現
は
珍
し
く
、
他
に
一
箇
所
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
回
想
す
る
清
の
現
在
が
「5
」
の
時
点
よ
り
ず
っ
と
未
来
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
回
想
す
る
清
の
現
在
は
何
時
な
の
か
。
そ
れ
は
明
確
で
な
い
。
手
掛
か
り
と
な
る
文
が
他
に
な
い
上
に
、
こ
の
作
品
は
、

清
・
語
り
手
・
作
者
の
三
者
の
境
界
が
暖
昧
で
、
「
清
U
作
者
」
と
考
え
れ
ば
、
執
筆
中
の
現
在
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
僕

に
は
、
回
想
す
る
清
の
現
在
を
執
筆
中
の
現
在
即
ち
四
十
三
年
と
す
る
推
定
の
妥
当
性
は
高
い
と
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。と
も
あ
れ
、

こ
の
よ
う
な
文
の
残
存
は
、
花
袋
が
語
り
の
現
在
及
び
作
品
の
時
間
構
成
を
明
確
に
し
な
い
優
、そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
主
題
・
モ
チ
l

フ
も
揺
ら
い
で
い
る
催
、
連
載
を
開
始
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

花
袋
の
「
縁
」
起
稿
の
時
期
は
明
確
で
な
い
が
、
「
「
妻
」
に
就
て
」
（
前
出
、
註
（
9

）
）
を
参
照
す
れ
ば
、
最
も
早
く
見
て
「
田
舎
教
師
』

脱
稿
後
の
四
十
二
年
九
月
以
降
、
先
の
「
三
年
前
」
の
起
点
を
考
察
し
た
際
の
推
論
を
基
に
最
も
繰
り
下
げ
て
言
え
ば
、
四
十
三
年
三
月
の

花
袋
の
羽
生
訪
問
の
後
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
最
も
繰
り
下
げ
て
考
え
た
場
合
で
も
、
初
出
の
「
m
」
以
後
、
特
に
馬
橋
の
再
登

場
と
敏
子
の
再
失
綜
な
ど
は
、
全
く
花
袋
の
予
想
も
し
な
い
展
開
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
日
付
か
ら
考
え
れ
ば
、
「M
j
お
」
（
4

月
お
－
M
日
掲
載
、
「
十
」
）の
清
の
感
慨
な
ど
は
、
美
知
代
の
再
失
綜
を
受
け
た
花
袋
の
感
慨
を
そ
の
偉
反
映
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

同
様
に
、
作
品
末
尾
の

（
泣
）

平
行
線
は
猶
続
い
た
。
縁
の
糸
は
ま
だ
切
れ
な
か
っ
た
。
（
凶
。
傍
点
、
筆
者
）

え
に
し

と
い
う
部
分
も
、
連
載
開
始
忽
々
の
美
知
代
の
再
失
綜
を
、
執
筆
中
の
花
袋
が
ど
う
位
置
付
け
た
か
を
示
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
「
縁



の
糸
」
千
鶴
子
の
死
（
明
M
・
6

・
初
）
を
予
見
す
べ
く
も
な
い
花
袋
が
、
既
に
単
行
本
末
尾
で
は
「
縁
の
糸
」
の
存
在
を
抹
消
す
る
こ
と

に
な
る
の
だ
か
ら
。

又
、
起
稿
の
時
期
は
明
確
で
な
く
と
も
、
「
今
度
書
く
の
で
は
『
蒲
団
』
の
芳
子
即
ち
『
妻
』
の
中
で
は
て
る
子
と
な
っ
て
居
る
、
あ
の
よ

う
な
新
代
の
女
が
妻
と
な
り
若
い
母
と
な
っ
た
生
活
を
書
く
」
と
い
う
、
当
初
の
目
論
見
は
判
然
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
若
夫
婦
」
の
生
活

は
飽
く
迄
主
要
な
題
材
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
「
三
種
の
異
っ
た
時
代
の
女
を
描
く
と
云
ふ
事
が
、
全
体
の
目
的
で
は
な
」
か
っ
た
。
「
全
体
の

目
的
」
は
「
「
妻
」
に
就
て
」
で
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
、そ
の
題
材
を
基
に
ど
の
よ
う
な
主
張
を
盛
り
込
む
か
が
次
の
問
題
だ
っ
た
筈

で
あ
る
。
そ
れ
が
、
先
ず
〈
縁
〉
と
い
う
主
題
を
導
入
し
、次
に
若
夫
婦
に
第
三
の
男
清
を
配
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
蒲
団
」
の
後
日
謹
と

し
て
の
色
調
が
強
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
の
変
質
は
、
連
載
開
始
の
前
に
既
に
行
わ
れ
て
い
た
筈
だ
が
、

そ
の
後
、
目
の
前
で
繰
り

一 142-

広
げ
ら
れ
た
美
知
代
と
永
代
の
夫
婦
生
活
の
破
綻
は
、
「
若
夫
婦
」
を
描
く
作
品
か
ら
「
蒲
団
」
の
後
日
謹
へ
と
「
縁
」
の
性
格
を
変
貌
き
せ

て
い
た
花
袋
に
と
っ
て
は
、
却
っ
て
好
都
合
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
語
り
の
現
在
・
構
成
・
主
題
・
モ
チ
ー
フ
の
揺
ら
ぎ
、
「
縁
」
の
性
格
の
変
質
等
を
花
袋
に
粛
し
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
最
早
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
花
袋
自
身
の
現
在
、
花
袋
・
美
知
代
・
永
代
三
者
の
関
係
の
現
在
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
改
稿
を

背
景
に
し
て
、
「
縁
」
の
表
現
・
構
成
を
見
て
来
る
と
、
執
筆
中
の
現
在
が
常
に
作
品
に
或
る
圧
力
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

先
行
の
諸
研
究
の
中
で
は
、
唯
一
佐
々
木
氏
が

子
供
を
手
離
し
た
美
知
代
と
永
代
静
雄
の
そ
の
後
の
動
向
は
、
こ
こ
で
は
必
要
と
し
な
い
。
子
供
を
養
女
（
戸
籍
面
で
は
「
二
女
」
で

玉
若
の
実
子
と
さ
れ
て
い
る
）
に
出
し
た
時
点
で
、
『
縁
』
が
執
筆
さ
れ
る
と
共
に
稿
を
閉
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
。
（
前

出
、
註
（
日
）
）



と
、
作
品
の
末
尾
の
時
間
が
連
載
開
始
の
時
点
に
繋
が
る
こ
と
に
明
確
に
触
れ
て
い
る
が
、そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
は
踏
み
込
み
損
ね
て
い

る
三
部
作
の
中
、
「
生
」
「
妻
」
は
、明
確
に
花
袋
の
体
験
し
た
過
去
を
再
構
成
し
て
い
る
が
、
「
縁
」
の
題
材
は
、
現
在
進
行
形
で
展
開
し
て

い
る
結
論
の
見
え
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
「
蒲
団
」
の
後
日
謹
で
も
あ
っ
た
訳
で
、
花
袋
は
、
読
者
の
そ
の
興
味
を
利
用

し
、
予
備
知
識
に
寄
り
掛
か
る
誘
惑
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
現
実
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
「
蒲

団
」
事
件
の
あ
る
決
着
を
、
密
か
に
作
中
に
滑
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
常
に
執
筆
中
の
四
十
三
年
現
在
の
感
慨
が
流
れ

込
み
、
作
中
の
現
在
を
過
去
の
も
の
と
す
る
感
慨
に
よ
っ
て
染
め
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
見
え
る
の
も
、
あ
な
が
ち
語
り
の
現
在
が
確

定
さ
れ
て
い
な
い
為
ば
か
り
で
は
な
く
、
決
着
を
付
け
よ
う
と
す
る
花
袋
の
意
識
の
反
映
か
も
知
れ
な
い
。
「
縁
」
は
、
執
筆
時
の
花
袋
の
意

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
結
果
、
前
二
者
と
は
異
な
っ
た
語
り
・
肌
触
り
を
読
者
に
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
り
、そ
の
内
実
の
考
察
に
つ
い
て

識
が
生
の
形
で
混
入
し
、
花
袋
の
現
在
を
合
理
化
す
る
為
の
〈
自
家
用
〉
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
の
強
い
、
「
私
小
説
」
的
な
作
品
だ
と
一
百
え

は
、
稿
を
改
め
る
他
な
い
。

註
(1
) 

(2
) 

(3
) 

「
田
山
花
袋
研
究
｜
博
文
館
時
代
会
己
l

』
桜
楓
社
、

「
解
釈
と
鑑
賞
」
日
巻
4

号
、
平
4

・
4

・
1

。

小
林
・
加
藤
両
氏
の
論
に
洩
れ
た
論
、
或
い
は
そ
の
後
の
論
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
「
「
生
」
「
妻
」
「
縁
」

l

一
つ
の
自
然
主
義
的
人
生
観
l

」

市
川
三
郎
（
東
北
帝
国
大
学
国
文
学
会
「
会
誌
」
昭
日
・
ロ
－m
）
、
「
花
袋
「
縁
」
中
の
一
モ
デ
ル
の
証
言
」
清
田
啓
子
（
「
駒
沢
短
大
国
文
」

叩
号
、
昭
日
・
3

・
幻
）
、
「
「
縁
」
の
西
さ
ん

l

田
山
花
袋
と
柳
田
国
男
と
の
疎
隔
｜
」
岡
保
生
（
昭
和
女
子
大
学
「
学
苑
」
問
号
、
昭
回
・

刀
ロ
戸
内U
・
？

M

・
恨
．1

n
H
H
F
h
u

・

a

門
ソ
’
』



6

・
1

）
「
田
山
花
袋
『
縁
』
論
」
小
島
規
子
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
「
国
文
」
万
号
、
平
3

・
7

・
日
）
「
も
っ
と
作
品
論
を
・
・
・
・

l

例
題

「
縁
」
（
田
山
花
袋
）l

」
宮
内
俊
介
（
有
精
堂
編
集
部
編
『
日
本
文
学
研
究
の
現
状
H

近
代
』
有
精
堂
出
版
、
平
4

・
6

・
9

）
。

結
末
の
一
文
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
知
く
平
岡
氏
が
触
れ
て
い
る
。

拙
稿
（
前
出
、
註
（
3

）
）
に
於
い
て
、
問
題
点
の
み
指
摘
し
て
お
い
た
。

「
新
刊
紹
介
」
司
馬
太
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」U
巻
5

号
、
明
判
・
1

・
1

。

〈
「
縁
』
と
「
犠
牲
』
合
評
〉
「
描
く
作
と
語
る
作
」
「
早
稲
田
文
学
」
日
号
、
明
叫
・

2

・
1
0

「
早
稲
田
文
学
」
臼
号
、
明
必
・
ロ
・1

。

「
「
妻
」
に
就
て
」
「
早
稲
田
文
学
」
叫
号
、
明
位
・

7

・

1
0

花
袋
は
、
美
知
代
の
妊
娠
を
、
「
妻
」
連
載
開
始
前
の
四
十
一
年
九
月
半
ば
に
は
知
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
結
婚
及
ぴ
そ
の
後
の
出

産
等
は
予
測
す
べ
く
も
な
か
っ
た
。
「
花
袋
「
蒲
団
」
の
モ
デ
ル
を
繰
る
手
簡
」
（
「
中
央
公
論
」
昭
H
・
6

・
1

）
参
照
。
猶
、
以
下
、
花
袋

の
生
活
年
譜
に
つ
い
て
は
、
小
林
一
郎
『
田
山
花
袋
研
究
l

年
譜
・
索
引
篇
｜
』
（
桜
楓
社
、
昭
日
・
叩
・
お
）
に
多
く
を
負
っ
て
居
る
。

「
葉
報
文
芸
消
息
」
「
早
稲
田
文
学
」
ω
号
、
明
必
・
3

・
1
。

「
セ
ン
チ
メ
ン
ト
と
描
写
法
」
御
風
生
「
早
稲
田
文
学
」
。

以
下
、
単
行
本
本
文
の
引
用
は
『
全
集
』
に
拠
る
。
漢
字
を
通
用
の
文
字
に
改
め
た
以
外
は
原
文
の
偉
と
し
た
。
又
、
節
数
は
、
以
下
、
漢

数
字
の
み
で
示
す
。

「
田
山
花
袋
三
部
作
論
｜
「
生
」
「
妻
」
「
縁
」l
」
「
国
文
学
」
ロ
巻
9

号
、
昭
位
・
7

－

m
。

「
花
袋
二
人
の
女
と
『
蒲
団
』
『
縁
』
」
「
国
語
国
文
」
却
巻

8

号
、
昭
必
・
8

・
お
。

「
田
山
花
袋
『
縁
』
論
」
「
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
お
号
、
昭
臼
・
3

・
叩
。

『
〈
館
林
双
書
第
七
巻
〉
館
林
郷
土
史
事
典
』
（
館
林
市
立
図
書
館
、
昭
臼
・

3

・
却
）
及
び
、
館
林
市
立
図
書
館
の
御
教
示
に
拠
る
。

但
し
、
清
の
寺
滞
在
を
描
く
「
五
十
三
」
は
、
初
出
「
問
」
一
回
分
の
み
か
ら
成
っ
て
お
り
、
又
、
清
の
言
動
に
つ
い
て
も
詳
し
い
描
写
が

あ
る
訳
で
は
無
い
の
で
、
事
実
か
何
う
か
に
つ
い
て
は
保
留
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
縁
」
は
非
常
に
休
載
の
少
な
い
作
品
で
、
百
二
十
五
回
の
連
載
の
過
程
で
、
休
載
は
、4
月
日
・
四
日
、
5

月
6

日
、

9

・
凶
－
M
日
、

8

月
3

日
の
八
回
に
過
ぎ
な
い
。
因
に
、
「
生
」
は
、
八
十
回
連
載
で
、
十
八
回
。
独
歩
の
見
舞
い
等
、

(4
) 

(5
) 

(6
) 

(7
) 

(8
) 

(9
) 

（
叩
）

（
日
）

（
ロ
）

（
日
）

（
日
）

（
日
）

（
日
）

（
口
）

（
問
）
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一 144-

6

月
ロ
日
、
7

月

生
活
上
の
多
事
が



（
初
）

（
幻
）

(n
) 

影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
「
妻
」
は
、
百
二
十
回
で
、
四
回
で
あ
る
。

「
『
蒲
団
』
合
評
」
星
月
夜
「
早
稲
田
文
学
」
お
号
、
明ω
－

m
・
1
。

「
三
十
三
」
に
「
清
に
は
其
夜
の
こ
と
が
後
ま
で
忘
ら
れ
な
か
っ
た
。
」
と
あ
る
。

傍
点
部
は
、
例
に
よ
っ
て
単
行
本
で
は
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
削
除
に
つ
い
て
は
、
「
田
山
花
袋
『
生
』
『
妻
』
『
縁
』
」
平
岡
敏
夫
（
『
日
露
戦
後

文
学
の
研
究
下
』
有
精
堂
出
版
、
昭

ω
・
7

－

m
）
も
、
指
摘
し
て
い
る
。

m
m
・9

・
お
稿
）


